
前回は在宅医療の制度、特に在宅療養支援診療所の私たちが考える姿と実際をご紹
介させていただきました。これまでにお聞きした感慨深い事例はただ偶然に起こるの
ではなく、在宅医療の制度の枠組みの中で、試行錯誤しながらご本人・ご家族と診療
所・訪問看護ステーションが一体となり生み出せれるものっだと言うことをご理解い
ただき、今後のこづる定例会でお話しさせていただく事例を、より臨場感を持ってお
聞きいただけるのではないかと思います。
第12回は、病気の解説のご希望も多いことから、前半は病気の解説をさせていただ
き、その後で様々な病気をお持ちでもどうしたら豊かな時間をお送りいただけるか、
事例を交えお話しさせていただきたいと考えております。癌終末期の在宅医療で出
会った心温まる風景はすでに何度か取り上げましたので、今回は「認知症」について
解説させていただき、認知症とどう向き合い、どう生きていくかについてフォーカス
し、考えていきたいと思います。
例によって大須賀発蔵先生には、フリートークをお願いしたいと考えております。

皆様からのお話をいただく時間もとり、この会をより幅広く深いものにしていただけたと思います。
あまり会のテーマに縛られることなく、コメントなどをいただければ幸いです。
是非今回もご参加ください。

いのちをみとどけるいのちをみとどけるいのちをみとどける

申込方法：当日の準備の都合がございますので、お名前、連絡先、所属機関を
ご記入のうえ、FAXまたはメールにてお申し込みください。

申込先：いばらき診療所こづる
〒311-3107 東茨城郡茨城町小鶴 127-1
電話：029-291-0055   FAX：029-291-1456
E-mail： ibckozuru@ibc.or.jp

参加費用：無料

問合先：いばらき診療所こづる大森

FAXでのお申込の場合、この用紙をそのままお使いください。
お名前：

様

ご連絡先： 所属機関：

日時：２００９年３月１３日（金）18:00～20:00
会場：茨城県産業会館中会議室 〒310-0801 水戸市桜川 2-2-35

いばらき診療所こづる
定例会 第１２回 ― 生と死へのまなざし―


